
《放散虫化石》
　放散虫とは、ガラスの骨格をもつ動物プランクトンで、この骨格
が化石として地層中に保存されます。時代によって形が異なるた
め、地層から見つかると、その地層の年代を詳しく決定できます。

　恐竜は白亜紀の終わり（約 6600 万年前）に絶滅
したと考えられています。甑島では、白亜紀後期（約
8000～7000 万年前）の地層から恐竜化石が見つか
るため、恐竜の大量絶滅前に、日本やアジアにどのよ
うな恐竜が生きていたかを探る上でとても重要です。
また、その当時、陸と海にそれぞれどのような生き物
が棲んでいたのかがわかる貴重な場所でもあります。

薩摩川内市鹿島市民サービスセンター

　甑島列島には「姫浦層群」と呼ばれる白亜紀後期
の地層が分布しています。この地層から、二枚貝やア
ンモナイト、魚類などの海の生き物の化石に加え、恐
竜やワニ、カメ、硬鱗魚、植物などの陸や淡水に棲
む生き物の化石がたくさん見つかっています。
　また、鹿島地域では、高さ 200 m 近くにも及ぶ断
崖が数 km も続く、「鹿島断崖」の勇壮な景観をみる
ことができます。鹿島断崖のスケールや美しさはワー
ルドクラスで、甑島列島が「国定公園」や「日本地
質百選」に選ばれた際の決め手の一つとなりました。
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　甑島の姫浦層群からは、恐竜や魚などの脊椎動物
化石よりも、貝類やアンモナイト、ウニ、サンゴなど
の無脊椎動物化石の方がたくさん見つかります。また、
沖合でたまった泥岩には、肉眼では見えない微生物
（放散虫や有孔虫など）の化石も多く含まれています。
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　化石はハンマーとタガネを使った手作業で発掘さ
れ、周囲の石も伴う岩石試料として取り出されます。
その後、化石は顕微鏡の下で岩石試料から少しずつ
削り出されていきます（クリーニング作業）。
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　クリーニングには、集中力と高い技術、長年の経験
が必要です。甑島で見つかった化石の多くが、鹿島
支所２階にあるクリーニング室で、地元の方々によっ
て取り出され、その一部が展示されています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こ っ か く
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　白亜紀に繁栄したティタノサウルスの仲間で、
頭骨まで見つかっている重要な種です。まだ成長
途上の個体かもしれませんが、竜脚類恐竜として
は小型で推定全長は 10 m ほどしかありません。
甑島の竜脚類恐竜の歯と同じくらいの大きさの歯
を持つことから比較標本として展示しています。

　ゴビ砂漠の白亜紀後期の地層から見つかる原始
的な角竜類恐竜です。赤ちゃんから大人まで様々
な成長段階の化石がたくさん見つかっており、群
れでくらし、巣づくりや子育てをしていたと考えら
れています。甑島では、2011年に国内初となる
ケラトプス類の歯が見つかっています。国立科学博物館からの借用標本

　現在の甑島の海と同じように、白亜紀
の甑島周辺にも様々な魚がいたことが、
鱗や歯の化石からわかっています。中甑
島や鹿島地域からは、複数のサメ類の
歯や、“糞化石” なども見つかっています。
　また、国内２例目となる海生ワニ類や、
九州で２例目のモササウルス類の歯な
ど、海生爬虫類の化石も産出しました。

国立科学博物館からの借用標本
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　アフリカのハンターという意味の名前をもつ肉食
恐竜です。ニジェールのジュラ紀中期の地層から
見つかりました。標準的な特徴をもつ獣脚類であ
るため、分類が困難です。甑島産の獣脚類の歯と
は時代が異なりますが、同じような大きさの歯を
持つことから比較標本として展示しています。

マラウィサウルス

プロトケラトプス

アフロベナトル

ハドロサウルス類の大腿骨獣脚類恐竜の歯と肋骨

　甑島では、2008年に鹿島地域で獣脚類恐竜の
歯と肋骨が見つかって以来、様々な恐竜化石が相
次いで見つかっています。2016年には、上甑島
でハドロサウルス類の大腿骨も見つかりました。
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甑島の恐竜化石

　甑島に恐竜がいた頃、恐竜
の他にもたくさんの生き物が川
やその周辺で生活していまし
た。カメやワニ、魚など恐竜
化石と一緒に見つかる陸で生
活する動物の化石について展
示しています。

ワニ類の歯と鱗板骨 カメ類の甲羅の一部

恐竜以外の陸に棲む脊椎動物化石 海に棲む脊椎動物化石

サウロロフス

　白亜紀後期にアジアに生息した鳥脚類恐竜のハ
ドロサウルス類で、この標本はモンゴルで見つかっ
た化石をもとに、この展示室のために製作された
ものです。上甑島産のハドロサウルス類の大腿骨
と同程度の大きさの大腿骨（約 1.2m）をもちます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ちょうきゃくるい　

脊椎動物化石の展示脊椎動物化石の展示

1階展示室の全景　左から順にサウロロフス、アフロベナトル、マラウィサウルス、パラサウロロフスの骨格標本を展示しています。写真
左端に見える黒色のレリーフは、上甑島で見つかったハドロサウルス類の大腿骨のレプリカで、発見当時の産状を再現したものです。

2 階から見た１階展示室　写真右側には、プロトケラトプスとヴェロキラプトルの骨格標本を展示しています。モンゴルでは両者が戦った
状態で化石になった「格闘化石」が見つかっています。

サメ類の歯モササウルス類（左）と
海生ワニ類（右）の歯


